
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル ｢営農災害対策資金｣の新設   ＪＡ名 セレサ川崎 （神奈川県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

平成２６年２月の大雪および度重なる豪雨やひょう害による管内の農業被害を受

け、自然災害からの復旧や自然災害対策のために必要な資金を低利かつ無担保で

迅速に対応するために本資金を新設いたしました。 

 

 

２ 概要 (資金使途) 自然災害対策および自然災害等による被害農業者等の経営安定に必

要な資金で、農業施設等の新設･復旧、農産物の再生産、農地等の復

旧に要する資金。 

(貸出金額) 所要資金の範囲内（２０００万円以内は無担保） 

(貸出期間) ２０年以内（運転資金については５年以内） 

(金  利) 短期プライムレート － １．０％（変動金利） 

 

 

３ 成果 

（効果） 

新規設定後、大きな自然災害等もなく取り扱い実績はありませんが、営農担当者

会議や融資担当者の会議にて周知を図り、また当組合機関紙「セレサ」へも掲載

を行い、組合員へ向けて周知を図っています。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後の課題としては迅速に対応することができるよう融資担当者が農業資金に関

する知識習得が必要であると考えられます。 

 

 

 

 


